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2020 年度（令和 2 年度）学校評価自己評価表  
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神辺東中学校区 校番 76 福山市立御野小学校 
   

 最終更新日 2020 年(令和２年)４月 10 日 

 

ミッション  福山に愛着と誇りを持ち，変化の激しい社会をたくましく生きる子どもを育てる。 

ビ ジ ョ ン  「福山１００ＮＥＮ教育」の基本理念のもと，各中学校区・学校が「２１世紀型“スキル＆倫理観”」の育成に向けた特色ある教育課程を編成し， 

日々の授業を中心として評価・改善を進めながら，子どもたちの確かな学びを実現している。 

児童生徒の現状 

・目標を持ち，学校生活全般に渡り，
主体的にがんばることができ，全体
的な規範意識は高い。 
・授業では協働的な学習に積極的に
取組んでいるが，意見の練り合いや
合意形成，表現のスキル等が十分で
ない。また，基礎学力の定着にも課
題がある。 

 

育成する力 

(21世紀型“スキル＆倫理観”) 
問題解決能力・コミュニケーション力・意思決定力   

めざす子ども像 

(義務教育修了時の姿) 

自己を認識し，「なりたい自分」を目指し，自分の人生を選択し，自分らしく表現する

ことができる。 

中学校区として 
統一した取組等 

・子どもがわくわく感をもって課題にチャレンジし，自分らしく表現する「授業づくり」 

・「あいさつ」の大切さを実感し，家族や友達，教師や地域に向けて実践する力の育成 

・主体的な学びに係る「ふるさと学習」の意義や 9年間の系統の整理と指導改善 

・「家庭学習」における子ども主体の学びの推進のための発達段階に応じた取組の明確化と実践 

・「体力向上」に向けた子ども主体の取組の推進 

 

現 状 

＜児童生徒＞ 

○素直でまじめな生活態度で，決められたことは守ろうとする児童が多い。あ

いさつや掃除を高学年中心によくできる。「御野しぐさ」として全校でよい

行いをしようとする意欲がある。自分の考えを持つことはできるが，全体へ

向けて説明したり表現したりする力には課題がある。 

○全国学力・学習状況調査等から基礎学力にも活用力にも課題が見える。既習

の知識や技能を活用したり，自分の考えを友達の考えと関連付けたり比較し

たりして深めていく児童が固定化している。 

＜授業＞ 

○子ども主体の学びづくりについて，社会科・図画工作科を中心に授業づくり

を研究してきた。児童自らが主体となって，友達の意見を聞き，深め合うこ

とが全教室で展開されるよう，付けたい力やその指導内容，展開等子ども主

体になる授業づくりを進めていく必要がある。 

○ワークシートや ICT 機器などを積極的に活用し，すべての子どもが「もっ

と分かりたい」という授業改善を進めていく必要がある。 

 

育成する力 

(21世紀型“スキル＆倫理観”) 
意 意思決定力   問 問題解決力  □ココミュニケーション力   

めざす 

子ども像 

意 
・自分の目標を自分で決め，その解決に向かって自分の行動を考え，判断するなど

自分の行動を自分で決定することができる。 

問 

・自ら発見した課題に向けて調べたり，他教科と関連付けたりして主体的に，粘り

強く解決することができる。 

・学んだことを学習や生活に役立てようとすることができる。 

 

コ 
・相手意識を持って，自分の考えを分かりやすく伝えたり，他者の考えを受けとめ

たりすることができる。 

・他者と進んで関わり，互いのよさを認め合うことができる。 
   

研究 

教科等 社会科・図画工作科 

主題・ 

内容等 

「子ども主体の深い学び」を実現する授業の創造 

～対話的な場面の工夫を通して～ 

めざす授業の姿 

児童がもっと分かりたいと思う授業 

○児童全員が授業に進んで参加し，自分で考え，判断する授業（主体的） 

○分からないことを質問し合い，既習や経験をつないで解決する授業（対話的） 

○教科の「見方・考え方」を働かせて理解を深める授業（深い学び） 

 

前年度学校関係者評価の主な内容 

・小中一貫した義務教育 9 年間の取
組が着実に進められ，重点目標へ
の具体的取組の成果が子どもたち
の意識の向上等に表れている。 

・働き方改革を推進し，教職員のや
りがいや充実感を高め，子どもた
ちの主体的な学びをさらに推進し
ていただきたい。 

 

ミッション 

「地域の宝」となる子どもを育成する。 
○児童の学びの場を充実させ，児童に学力をつける。 

○児童に当たり前のことが当たり前にできる自立の力をつける。 

○地域と進んで関わり，地域から学び，地域のために役立ちたいと思う気持ちを育てる。 

 

学校教育目標 

自ら学び，人間性豊かで，たくましく生きる子どもの育成 
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年 
目 

中期経
営目標 

重 
点 

分 
類 

短期経営
目標 

目標達成に 
向けた取組 

評価指標 

中間評価(10 月１日) 最終評価(２月末) 

□指標に係る 
取組状況 

プロセス 
評価 

達成 
評価 

改善方策 
□指標に係る取組状況 
◎短期(中期)経営目標の 
達成状況 

プロセス 
評価 

達成 
評価 

総合 
評価 

改善方策 

２ 意 思 決

定 力 を

育 成 す

る  

 

 

問 題 解

決 力 を

育 成 す

る 

 

 

コ ミ ュ

ニ ケ ー

シ ョ ン

力 を 育

成する 

 

★ 見

直 
知 

めざす授

業を具現

化する。 

・問題解決的な授

業を仕組み，個

人思考と集団

思考をする場

面を設定する。 

・質問することを

習慣化する。 

・振り返りを習慣

化する。  

 

・「考えることが面
白い」という児童
の肯定的評価が 

80％以上 

・「自分の考えは認
められている」と
思う児童の割合を
70%以上 

・「思考を深めるこ
とができた」と思
う児童の割合を
70%以上 

     

   

 

学力を定

着 さ せ

る。 

・授業で付けたい
力を明確にし
た単元をつく
り，評価を生か
した個々への
指導をする。 

・各学期の国語科・
算数科・社会科・
理科の単元評価の 

平均80点以上 

     

   

 

★ 継

続 
徳 

進んで他

者と関わ

る児童を

増やす。 

・御野しぐさ強化
週間を学期に
１回設定する。 

・児童会目標と連
動させる。 

・あいさつが「でき
ている」という児
童の肯定的評価を
90％以上 

 

 

  

  

   

 

地域から

進んで学

び，地域

のために

役立ちた

いを思う

児童を増

やす。 

・年間を通して地
域と連携した
学習を行い，学
んだことを積
極的に地域に
発信する。 

・「御野のまちを大
切に思う」児童の
肯定的評価の割合
を90％以上 

 

  

  

   

 

福山市立御野小学校 

 

Ⅳ 目標・取組及び評価指標等の設定と評価   
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  ★ 見

直 
体主体的

な体力つ

くりによ

り体力を

向上させ

る。 

・体力を向上させ
る運動を児童
に考えさせ，日
常的な取組に
する。  

・進んで外遊びをし
ている児童80％
以上 

・新体力テストで県
平均を上回る項目
数が前年度より増
加 

 

  

  

   

 

 

２ 

 

 

 

 

教 職 員

の 力 量

を 向 上

させる 

 見

直 

授業改善

を積極的

に実行す

る教職員

研修をす

る。 

・一年間に１人２
回以上授業提
案を行い，改善
策を毎回整理
する。 

・日常的にお互い
の授業を見合
い，授業につい
て語り合う。 

・年間10回以上の提
案授業を参観し，
改善策を自分の授
業に取入れた教職
員の割合を 

80％以上 

 

 

  

  

   

 

２ 学 校 組

織 力 を

向 上 さ

せる 

 継

続 

学校課題

の克服や

自己肯定

感の生ま

れる取組

により，

児童・教

職員の充

実感，保

護者・地

域の安心

感を高め

る。 

・児童のよさを認
め，温かい声か
けを実行する。 

 

・7時45分を意識
した効率的な
業務を行う。 

  

・学校が取組んで
いることを通
信やＨＰ等で
積極的に発信
し，保護者や地
域からの声に
ていねいに対
応する。 

・「学校が楽しい」
という児童の割合
80％以上 

 

・「仕事にやりがい・
充実感がある」教
職員の割合を 

95％以上 

・学校通信の発行，
学校ＨＰの更新を
月２回以上 

・「保護者・地域か
らの学校に対する
満足度」の肯定的
評価を90％以上 

 

  

  

   

 

[プロセス評価の評価基準] 

評点 評価基準 

５ 
取組の目的に対する共通理解が顕著に認められ，状況の変化，
問題が生じた際は，協同的な課題解決が十分に図られた。 

４ 
取組の目的に対する共通理解が認められ，状況の変化，問題が
生じた際は，協同的な課題解決が概ね図られた。 

３ 
取組の目的に対する共通理解が一定程度認められ，状況の変
化，問題が生じた際は，協同的な課題解決がある程度図られた。 

２ 
取組の目的に対する共通理解が認められ難く，状況の変化，問
題が生じた際の協同的な課題解決があまり図られなかった。 

１ 
取組の目的に対する共通理解が認められず，状況の変化，問題
が生じた際の協同的な課題解決が図られなかった。 

 

[達成評価の評価基準] 

評点 評価基準 

５ 
目標を大幅に達成し，十分な成果をあ
げた。 

４ 
目標を概ね達成し，望ましい成果をあ
げた。 

３ 
目標をある程度達成し，一定の成果をあげ
た。 

２ 
目標を下回り，成果よりも課題が多か
った。 

１ 
目標を大きく下回り，成果が認められ
なかった。 

 

[総合評価の評価基準] 

評点 評価基準 

５ １００％以上の達成度 
十分に目標を達成でき
た。 

４ 
８０％以上１００％未満
の達成度 

概ね目標を達成できた。 

３ 
６０％以上８０％未満の
達成度 

ある程度目標を達成でき
た。 

２ 
４０％以上６０％未満の
達成度 

あまり目標を達成できな
かった。 

１ ４０％未満の達成度 
目標を達成できなかっ
た。 

 


